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民生児童委員の

役害」と責任 とは

建
涯
爾
一一・一・・

高田校区民生児童委員協議会

高田校区社会福祉協議会

文貢  中村 正人

第28号  令和6年 3月 22日
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わた くしたち民生委員・児童委員は、今日まで常に住民の立場に立って地域

福祉の推進や災害時の対応などを活動の主たる目標 として取 り組んで まい り

ました。

しか し、近年の社会 。経済情勢の変化により、住民皆様方の抱える生活課題

民生委 児童委員

工藤 厳

や福祉課題が複雑かつ多様化 し、悪徳商法などの被害防止、児童・高齢者や障害者への虐待防止

等々、活動内容 も広範多岐にわたってまい りました。これらの対応に大変厳 しい問題を抱えていま

す。これまで幾人 もの人達 と関わってきた中で、多 くの御支援・御協力をいただいてまい りました。

これから先も地域住民との信頼関係を礎として、なお一層密接な関わりを持ちまして民生委員。児童

委員としてまた地域の一員 として住民の皆様方に寄 り添いながら御支援を行うことで頼 りにされ

る活動を進めてまい ります。

おめでとうございます  T譲   崖 今和5年度九州社会脅耐,あ 議会会畏表彰(在職14年

今を5年に費賞しました  一~′ J下  ノ場χ_た分県地域′:島社推進大会姉事表彰(在職15年以上)
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地
区
の
タ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動

老
人
会
の
会
長
と
し

開
門
の

撻
”
塵
二
宏
一和

さ
ん

８１
歳
（昭
和
１８
年
１
日
“
口
生
ま
れ
）

鶴
崎

パ
ル
プ
現
職

の
時
は
、
三
交
替

の
中

で
地
区

の
体
協

の
役
を
１３
年
間

さ
れ
ま

し
た
。
退
職
し
て
か
ら
は
、
自

治
委
員

や
宮
総
代
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
今

で
は
、
ク
リ
ー

ン
ア

ツ
プ

運
動

で
月

に

一
回
地
区

の
方

々
と
地
区
を

ま
わ
リ
ゴ
ミ
拾

い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
門
老
人
会

の
会
長
を
さ
れ
て
、
高
齢
者
の
横

の
繋
が
り
を
密
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
田
に
住
ん
で
５４
年
、
地
区
の
色
ん
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ

て
、高
田
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
人
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
部
会
で
、

そ
ば
打
ち
セ
ッ
ト
を
３
セ
ッ
ト
購
入
し
て
も
ら
い
、
高
田
公
民
館
で

同
行
会
と
し
て
そ
ば
打
ち
教
室
を
月
に
２
回
さ
れ
て
い
ま
す
。

趣
味
と
し
て
は
元
職
Ｏ
Ｂ
の
方
々
や
地
区

の
ゴ

ル
フ
愛
好
会

の

人
達
と
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
が
楽
し
み
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

又
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
日
曜
日
・祭
日
以
外
は
毎
日
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

１０
年
前

に
「ガ

ン
」
を
患

い
、
余
命
１
年
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
が
、

放
射
線
治
療
、
投
薬
と
懸
命
な
努
力
に
よ
り
、
あ
れ
か
ら
１０
年
が
経
ち

そ
れ
か
ら
は
拾

っ
た
命
と
思
い
、
自
分
や
家
族
。地
区
の
為
に

有
意
義
に
過
ご
そ
う
と
毎
日
生
活
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
　
　
　
じ

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
二
度
と
来
な

い
今
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

シリ…ズ
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